
Marugame Genichiro-Inokuma Museum of Contemporary Art
丸亀市猪熊弦一郎現代美術館
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撮影：木奥恵三

〒763-0022香川県丸亀市浜町80-1（JR丸亀駅前） TEL：0877-24-7755  URL：http://mimoca.org



＊キュレーターズ・トーク

日時：会期中の日曜日　14時～
担当キュレーターが展覧会をご案内します。

＊限定スイーツ＆ドリンク

「カフェレストMIMOCA」にて展覧会限定のオリジナルメ
ニューをお出ししています。ミヤギフトシの作品《花の名
前》にちなんだスイーツ「ヒヤシンス」と、丹羽良徳の作品
《日本共産党でカール・マルクスの誕生日会をする》にち
なんだドリンク「密談」をどうぞお召し上がりください。
お値段やご注文いただける時間など、詳しくはお問い合わせください。

カフェレスト MIMOCA：0877-22-2340

開催中の企画展「愛すべき世界」に関連して、出品作家のミヤギフトシさ
んを講師にお迎えし、ワークショップを開催します。
展示中のミヤギさんの作品には、重要な要素としてヒヤシンスが登場し
ます。「ヒヤシンス」の名前のもととなった神話上の人物「ヒュアキント
ス」にまつわる神話や、ヒュアキントスの物語をモチーフにしたモーツ
アルトのオペラについてなど、ミヤギさんがお話します。お話の内容を
もとに、ヒヤシンスとはどんなものなのか、じっくり想像して描いてみ
ましょう。最後に、みんなで描いた絵についてお話しましょう。
当日の様子は、今後ミヤギさんの作品の一部になるかも！！

ミヤギ フトシ
1981年沖縄生まれ。東京在住。20歳のときにアメリ
カに渡り、NYのプリンテッドマターに勤務しながら
自身の作家活動を開始する。帰国後、青山のセレク
トブックショップ「ユトレヒト」やアートブックフェア
「THE TOKYO ART BOOK FAIR」のスタッフとして
も活動しながら、創作を続ける。そのほかユリイカ、

新潮、すばるなど文芸誌等へも寄稿をしている。主な展覧会に個展「American 

Boyfriend: Bodies of Water」@KCUA、堀川団地（2014）、グループ展に「他人
の時間｜TIME OF OTHER」東京都現代美術館、他3館巡回（2015～2016）、「日
産アートアワード」BankART Studio NYK（2015）などのほか3月からはじまる
「六本木クロッシング」森美術館（2016）にも参加が決まっている。

ワークショップ名・名前（ふりがな）・学年（年齢）・郵便番号・住所・電話番号を
書いて、メール(workshop@mimoca.org)もしくはハガキでワークショップ係ま
でお申し込みください。当館ウェブサイト(http://mimoca.org)のフォームからも
お申し込み可能です。
応募者多数の場合は抽選し、その結果は締切後全員に電話またはメー
ルでお知らせします。
　
＊兄弟・お友達同士の場合、1通のメールもしくはハガキで一緒にお申し込みができます。
＊メールまたはフォームでお申し込みの場合、申込締切日の翌日12:00までに受付完了の返
信メールが届かなければその日の18:00までにお電話にてご連絡ください。
＊締切後でも定員に満たない場合は、受け付けますのでお問い合わせください。
※ワークショップの様子や描いた作品などは撮影され、後日ミヤギフトシ氏の映像作品に使用さ
れる場合があります。参加される際には、映像に映ること、のちに映像作品としてさまざまな場で
公開されることについて、本人および保護者（参加者が未成年の場合）の同意が必要です。
※使いたい画材がある方はご持参いただけます。ただし、油絵具など乾きづらいものはご遠慮くださ
い。当館でも各種画材をご用意しています。画材についてご相談のある方はお気軽にご連絡ください。

申し込み方法

2016年3月27日(日)まで開催中　＊会期中無休
開館時間：10時～18時(入館は17時30分まで)

主催：丸亀市猪熊弦一郎現代美術館
◎観覧料：一般950円（760円） 大学生650円（520円） 高校生以
下または18歳未満・丸亀市内に在住の65歳以上・各種障害者手
帳をお持ちの方は無料＊同時開催の常設展「猪熊弦一郎展」の観
覧料を含む＊(　)内は前売り及び20名以上の団体料金
■出品作家　鷹野隆大、丹羽良徳、ミヤギフトシ、森村泰昌

A c c e s s
  鉄道［JR］丸亀駅下車、南口より徒歩１分
東京駅-［新幹線で約3時間20分］-岡山駅-［松山または高知方面行特急
で約40分］-丸亀駅　▼新大阪駅-［新幹線で約45分］-岡山駅-［松山また
は高知方面行特急で約40分］-丸亀駅　▼高松駅-［予讃線快速で約30
分］-丸亀駅  ※所要時間はおおよその目安です。
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Dates Sun 20 December 2015 - Sun 27 March 2016(closed from 25 to 31 December)

Hours 10:00-18:00 (Admission until 30 minutes before closing time) 

Admission Adults ¥950, Students (college, university) ¥650, Children (0 years to highschool) free

*Ticket valid for admission to the permanent collection.

Organized by Marugame Genichiro-Inokuma Museum of Contemporary Art, The MIMOCA Foundation

Subsidized by Japan Arts Fund, Japan Center for Local Autonomy, The Kao Foundation for Arts and Sciences
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〒763-0022香川県丸亀市浜町80-1（JR丸亀駅前）TEL：0877-24-7755 URL：http://mimoca.org

丸亀市猪熊弦一郎現代美術館／公益財団法人ミモカ美術振興財団
Marugame Genichiro-Inokuma Museum of Contemporary Art, The MIMOCA Foundation

Marugame Genichiro-Inokuma Museum of Contemporary Art

前売券販売場所〔丸亀〕あーとらんどギャラリー 0877-24-0927/オークラホテル丸亀 23-2222/おみやげSHOPミュー 22-2400/きままや 22-9361

丸亀市猪熊弦一郎現代美術館

鷹野隆大《15.04.17.#e37》（「毎日写真」より）2015年  Courtesy of Yumiko Chiba Associates, Zeit-Foto Salon　©Ryudai Takano

ミヤギフトシ《花の名前》2015年  ©Futoshi Miyagi

森村泰昌《なにものかへのレクイエム（独裁者を笑え／スキゾフレニック）》2007年  courtesy of the artist and Yoshiko Isshiki O�ce, Tokyo

丹羽良徳《日本共産党でカール・マルクスの誕生日会をする》2013年  ©Yoshinori Niwa

80-1 Hama-machi, Marugame-shi, Kagawa 763-0022 JAPAN

助成：一般財団法人自治総合センター、
芸術文化振興基金、公益財団法人 花王 芸術・科学財団

好評開催中―

愛すべき世界

撮影：Kris Kang


